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九州林政連絡協議会会長挨拶 

九州森林管理局長の橘でございます。九州林

政連絡協議会の会長を仰せつかっております

ので、開会にあたり一言ご挨拶を申し上げたい

と思います。 

まず、本日の発表大会に九州各県から多数ご

参加をいただきまして、ありがとうございま

す。 

また、皆様方には、日頃からそれぞれのお立場で九州の森林・林業・木

材産業の発展にご尽力をいただいておりますことに感謝申し上げます。 

本年も、台風 10 号など九州におきましても大きな自然災害が発生をし

ておりますが、全国的に、何十年に 1回というような被害が続いている中

で、多くの方々が明らかに気候の変化、温暖化の影響を感じておられると

思います。 

このことは、森林の持つ国土保全機能に対する国民的な関心を高めてく

れているという一方で、国土の 3分の 2を占める広大な森林の管理につい

ての必要性と困難性、そして、従来からの山村や中山間地等は、もちろん

都市部も含めて人口減少が進む中で、将来どのように森林を管理していく

のか大変大きな課題を私たち林業関係者に突きつけてきます。 

また、最近は林業分野に限らずあらゆる産業で人手不足が深刻化してい

るという話を聞きますし、近年順調に伸びてきた国産材の生産量も、先日

林野庁が公表しました統計では自給率は上がっても住宅等の需要が縮小



し生産量の絶対値では 10 数年ぶりに減少するという結果となるなど、人

口減少の影響を強く意識する機会も増えたように思います。 

このように、社会全体を取り巻く環境が、地球温暖化や人口減少といっ

たような形で、徐々にではありますが身近に実感できる速度で変化をして

きているということであり、森林管理や林業経営といった分野において

も、その変化に対応していくことが求められます。 

今後もさらに進むであろうこのような変化に適切に対応していくため

には、地域の気候風土に根ざした技術・背景・分析等に基づき、より効率

的で効果的な森林管理や林業経営の方法等といったものを追求していく

ことが重要であります。加えて、そのための取組は、将来を担う若い世代

の方々に積極的に進めていただくことが望ましいと考えております。 

そのような意味からも、毎年開催されております本大会が、特に若い世

代の方々の取り組みのきっかけの一つとなってくれることを願っており

ますし、本日ご発表いただく皆様が取り組まれた成果にも将来の森林管理

等に役立つものとして大いに期待をしています。 

結びに、本大会を契機に九州の森林・林業関係者の交流がますます深ま

り、地域の森林・林業・木材産業の発展につながることを祈念いたしまし

て、開会の挨拶とさせていただきます。 
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